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大
型
帯
鋸
切
断
機
を
新
設

コ
イ
ル・
大
型
塊

メ

カ

受
託
も

非
鉄
原
料
問
屋
で
国
内
初

住
友
電
工
、営
業
益

%
減

自
動
車
増
収
も
コ
ス
ト
重
し

秋
の
褒
章
・
叙
勲

黄
綬
褒
章
に
渡
辺
氏（
神
鋼
真
岡

）

喜
び
の
言
葉

フジクラ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
電
線
拠
点
閉
鎖

海
外
は
車
載
Ｆ
Ｐ
Ｃ
強
化

小型還元炉を再稼働
大阪チタニウム・尼崎工場

日
本
銅
セ
ン
タ

電
線
地
中
化
Ｗ
Ｓ
開
く

シ
ン
ガ
ポ

ル・
韓
国
事
例
紹
介

イ
ン
ジ
ウ
ム

建
値
据
え
置
き

Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
エ
レ
ク

専
務
理
事
に
浅
田
氏

軽
金
属
奨
学
会

非
鉄
ス
ク
ラ

プ
問
屋
の
Ｓ
Ｍ
Ｃ
（
兵
庫
県
三
木
市
、
齊
木
孝
介
社
長
）
は

こ
の
ほ
ど
、
大
型
帯
鋸
切
断
機
を

基
新
設
し
た
。
ア
ル
ミ
メ

カ

払
い
下

げ
の
コ
イ
ル
や
厚
板
を
は
じ
め
銅
板
条
メ

カ

な
ど
か
ら
発
生
す
る
押
出
品

や
厚
板
、
大
型
塊
な
ど
の
ほ
か
、
市
中
発
生
す
る
船
舶
用
ス
ク
リ

と
い

た
大
型
ス
ク
ラ

プ
を
、
ユ

ザ

が
求
め
る
サ
イ
ズ
に
切
断
加
工
し
販
売
す

る
。
非
鉄
ス
ク
ラ

プ
問
屋
で
同
規
模
の
切
断
機
を
導
入
す
る
の
は
国
内
初
。

新
設
し
た
帯
鋸
切
断
機

は
海
外
製
で
、
加
工
範
囲

は
幅

、
高
さ

、
長
さ

。
テ

ブ
ル
長
は

。
前
後
移
動

が
可
能
で
垂
直
切
り
専

用
。
切
断
機
の
導
入
に
伴

い
、
本
社
ヤ

ド
南
西
の

余
地
（

平
方

）

に
切
断
加
工
専
用
の
第

工
場
を
建
設
し
、

天

井
ク
レ

ン

基
を
新
設

し
た
。

同
社
は
こ
れ
ま
で
、
メ

カ

や
扱
い
業
者
か
ら

単
重

以
上
、
最
大

の
コ
イ
ル
や
大
型
ス
ク

ラ

プ
な
ど
を
購
入
し
、

プ
ラ
ズ
マ
切
断
機
な
ど
を

用
い
て
小
さ
く
加
工
し
て

い
た
が
作
業
効
率
が
悪

く
、
大
型
ス
ク
ラ

プ
の

入
荷
量
も
増
加
傾
向
に
あ

た
た
め
切
断
機
の
導
入

を
検
討
し
て
い
た
。

大
型
の
ス
ク
ラ

プ
は

こ
れ
ま
で
、
あ
る
程
度
切

断
す
れ
ば
国
内
を
は
じ
め

中
国
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国

な
ど
に
輸
出
で
き
た
が
、

中
国
当
局
に
よ
る
ス
ク
ラ

プ
の
輸
入
規
制
や
現
地

メ

カ

に
対
す
る
環
境

規
制
な
ど
を
背
景
に
、
現

地
ユ

ザ

か
ら
炉
前
サ

イ
ズ
の
ス
ク
ラ

プ
へ
の

ニ

ズ
が
高
ま

て
い

た
。
こ
れ
ら
の
要
望
の
変

化
を
受
け
、
今
後
は
国
内

や
海
外
の
ユ

ザ

の
求

め
る
サ
イ
ズ
に
応
じ
て
切

断
加
工
し
、
ス
ク
ラ

プ

の
付
加
価
値
を
高
め
て
い

く
。切

断
機
は
、
入
荷
し
た

ス
ク
ラ

プ
の
自
社
加
工

用
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

す
で
に
ア
ル
ミ
メ

カ

や
銅
条
メ

カ

、
特
殊

金
属
メ

カ

な
ど
か
ら

切
断
加
工
の
依
頼
を
請
け

て
お
り
、「
年
内
は
対
応
に

追
わ
れ
そ
う
。
ス
ク
ラ

プ
の
需
要
家
や
受
託
加
工

の
要
望
に
素
早
く
、
柔
軟

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め

る
」（
齊
木
社
長
）。

さ
ら
に
同
社
は
こ
の
ほ

ど
、
本
社
ヤ

ド
の
北
東

の
余
地
（

平
方

）
に
、
ス
ク
ラ

プ
置

き
場
の
第

工
場
を
新
設

し
た
。
従
来
は
、
隣
接
す

る
ナ
ゲ

ト
加
工
の
建
屋

に
金
銀
銅
滓
や
廃
基
板
な

ど
を
保
管
し
て
い
た
が
手

狭
と
な

て
い
た
ほ
か
、

ス
ク
ラ

プ
の
荷
下
ろ
し

を
容
易
に
す
る
た
め
、
余

地
を
整
備
し
て
屋
根
付
き

の
建
屋
を
設
け
る
運
び
と

な

た
。「
本
年
度
も
加
工

や
作
業
効
率
の
向
上
な
ど

に
つ
い
て
投
資
を
加
速
し

て
い
く
」（
同
）。

同
社
の
足
元
の
扱
い
量

は
月

で
、
ア

ル
ミ
が

、
銅

が

、
ス
テ
ン

レ
ス

、
そ
の
他

に
雑
線
や
金
銀
銅
滓
、
廃

基
板
な
ど
幅
広
く
扱
う
。

本
社
ヤ

ド
の
総
敷
地
面

積
は
、
第

―

工
場
の

新
設
に
よ
り

万

平
方

に
拡
大
し
た
。

フ
レ
コ
ン
の
販
売
も
好
調

で
、
仕
様
や
詳
細
な
ど
は

http
://sm

cco.jp

ま
で
。

住
友
電
気
工
業
は

日
、

年

―

月
期
連
結
決
算
を
発
表

し
、
売
上
高
は
前
年
同
期

比

・

％
減
の

兆

億

万

円
、
営
業
利
益
は
同

・

％
減
の

億

万
円
と
減
収
減
益
と

な

た
。
自
動
車
関
連
製

品
の
生
産
立
ち
上
げ
時
の

コ
ス
ト
増
や
光
フ

イ
バ

ケ

ブ
ル
の
価
格
競
争

な
ど
が
影
響
し
た
。
こ
の

結
果
を
受
け
、
通
期
業
績

予
想
に
つ
い
て
売
上
高
を

兆

億
円
、
営

業
利
益
を

億
円

に
下
方
修
正
し
た
。

セ
グ
メ
ン
ト
別
で
は
、

自
動
車
関
連
事
業
は
ワ
イ

ヤ
ハ

ネ
ス
や
自
動
車
電

装
部
品
な
ど
の
拡
販
に
よ

り
増
収
。
し
か
し
、
価
格

の
低
下
を
は
じ
め
研
究
開

発
費
や
減
価
償
却
費
が
増

加
。
ま
た
、
一
部
製
品
の

生
産
立
ち
上
げ
時
の
コ
ス

ト
増
加
や
円
高
な
ど
が
影

響
し
減
益
と
な

た
。
生

産
性
の
改
善
と
コ
ス
ト
低

減
に
よ

て
収
益
改
善
に

努
め
る
方
針
だ
。

情
報
通
信
関
連
事
業
は

光
フ

イ
バ

ケ

ブ
ル

の
価
格
低
下
に
よ
り
減
益

と
な

た
。
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
関
連
事
業
は
携
帯

機
器
用
Ｆ
Ｐ
Ｃ
（
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
プ
リ
ン
ト
回
路
）

の
需
要
が
減
少
し
減
益
と

な

た
。
今
後
、
薄
型
・

高
周
波
に
対
応
し
た
Ｆ
Ｐ

Ｃ
な
ど
の
新
製
品
開
発
に

取
り
組
む
。

環
境
エ
ネ
ル
ギ

関
連

事
業
は
電
力
ケ

ブ
ル
の

出
荷
が
大
型
案
件
の
端
境

期
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、

銅
価
の
下
落
が
影
響
し
減

収
。
し
か
し
、
品
種
構
成

の
改
善
な
ど
に
よ
り
増
益

と
な

た
。
産
業
素
材
関

連
事
業
に
つ
い
て
は
、
超

硬
工
具
が
低
調
に
推
移
し

減
収
減
益
と
な

た
。

政
府
は

日
付
で
秋
の

褒
章
、

日
付
で
叙
勲
受

章
者
を
決
め
発
令
し
た
。

非
鉄
金
属
関
係
の
受
章
者

は
次
の
通
り
。

鉄
鋼
関
係
者
は

面

■
褒
章

【
紫
綬
褒
章
】

▽
橋
本
和
仁
・
物
質
・

材
料
研
究
機
構
理
事
長
、

東
京
大
学
教
授
（

）

【
黄
綬
褒
章
】

▽
渡
辺
保
夫
・
元
神
戸

製
鋼
所
真
岡
製
造
所
製
造

部
熱
延
室
係
長
（

）

■
叙
勲

【
旭
日
単
光
章
】

▽
立
入
勘
一
・
長
濱
製

作
所
代
表
取
締
役
会
長

（

）
【
瑞
宝
双
光
章
】

▽
野
田
近
幸
・
元
九
州

経
済
産
業
局
鉱
害
部
鉱
害

課
長
（

）

▽
村
中
博
・
元
北
海
道

鉱
山
保
安
監
督
局
管
理
課

長
（

）

【
瑞
宝
小
綬
章
】

▽
南
紀
夫
・
元
関
東
東

北
鉱
山
保
安
監
督
部
長

（

）
▽
橋
本
和
仁
氏

年

ほ
ど
に
渡

て
光
触
媒
、

光
磁
性
、
人
工
光
合
成
、

微
生
物
電
気
化
学
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
分
野
の
研
究

に
携
わ

て
き
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
活
動
に
対
し
、

機
能
物
性
化
学
関
連
分
野

で
紫
綬
褒
章
を
賜

た
こ

と
、
大
変
光
栄
に
存
じ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
ご
指
導
い

た
だ
い
た
先
生
方
、
共
同

研
究
を
し
て
く
だ
さ

た

同
僚
、
研
究
室
の
学
生
諸

君
等
に
深
く
謝
意
を
表
し

ま
す
。
今
後
は
後
進
の
皆

さ
ん
に
、
私
自
ら
が
享
受

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う

な
素
晴
ら
し
い
研
究
環
境

を
与
え
ら
れ
る
よ
う
微
力

な
が
ら
努
力
す
る
所
存
で

す
。

▽
渡
辺
保
夫
氏

黄
綬

褒
章
受
章
の
栄
に
浴
し
身

に
余
る
光
栄
に
存
じ
ま

す
。
こ
の
褒
章
は
私
一
人

が
授
か
る
も
の
で
は
な

く
、
ご
指
導
・
ご

撻
頂

い
た
諸
先
輩
方
や
上
司
の

方
々
、
共
に
現
場
で
汗
を

流
し
た
同
僚
・
部
下
・
ご

支
援
頂
い
た
関
係
各
位
の

方
々
の
お
力
添
え
の
賜
物

と
深
く
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
こ
の
栄

誉
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
微
力

な
が
ら
も
こ
の
感
激
を
力

に
、
さ
ら
な
る
精
進
を
重

ね
て
参
り
ま
す
。

フ
ジ
ク
ラ
の
伊
藤
雅
彦

社
長
は

日
の
中
間
決
算

会
見
で
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
の

ケ

ブ
ル
生
産
拠
点
の
閉

鎖
を
決
定
し
た
と
明
ら
か

に
し
た
。
市
場
環
境
の
悪

化
に
加
え
、
建
屋
や
設
備

な
ど
が
老
朽
化
し
て
お

り
、
新
た
な
投
資
が
で
き

る
状
況
に
な
い
と
判
断
し

た
。
今
後
、
海
外
戦
略
と

し
て
は
得
意
と
す
る
車
載

向
け
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
プ
リ

ン
ト
配
線
板
（
Ｆ
Ｐ
Ｃ
）

事
業
な
ど
で
拡
大
を
図

る
。

年
中
期
経
営

計
画
で
は
ケ

ブ
ル
の
供

給
と
敷
設
工
事
の
設
計
や

施
工
を
一
体
で
提
供
す
る

Ｅ
Ｐ
Ｃ
事
業
を
海
外
の
成

長
戦
略
と
し
て
あ
げ
て
い

た
。

年
台
初
頭
か
ら
日

系
プ
ラ
ン
ト
メ

カ

に

向
け
た
ケ

ブ
ル
の
供
給

拠
点
と
し
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

や
中
国
で
合
弁
会
社
を
設

立
。
生
産
体
制
を
構
築
し

て
き
た
。

今
年
に
入
り
、
中
国
の

電
線
メ

カ

と
合
弁
を

解
消
。
さ
ら
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
拠
点
の
閉
鎖
を
決
定

し
た
。
伊
藤
社
長
は
「
海

外
の
電
線
に
つ
い
て
は
遠

ざ
け
て
い
く
。
激
し
い
変

化
の
中
で
既
存
事
業
を
も

う
一
度
立
て
直
す
」
と
の

考
え
を
示
し
た
。

同
社
は
今
後
、
欧
州
市

場
に
向
け
た
車
載
用
Ｆ
Ｐ

Ｃ
事
業
に
注
力
す
る
。
現

在
、
ラ
イ
ト
周
り
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
向
け
Ｆ
Ｐ
Ｃ
が
好
調
に

推
移
し
て
い
る
。
新
た
に

電
気
自
動
車
用
バ

テ
リ

に
使
用
さ
れ
る
Ｆ
Ｐ
Ｃ

の
提
案
を
行
う
。
伊
藤
社

長
は
「
事
業
の
整
備
を
し

つ
つ
つ
、
市
場
が
あ
る
と

こ
ろ
は
し

か
り
と
食
べ

て
い
く
。
た
だ
、
基
本
的

な
戦
略
と
し
て
は
脱
電
線

だ
」
と
強
調
し
た
。

銅

Ｊ
Ｘ
金

属
は

日
、

月
積
み
銅
建
値
を

ト
ン

万
円
引
き
下
げ

万
円
に
改
定
し
た
と
発
表

し
た
。
海
外
銅
相
場
に
大

き
な
下
げ
は
な
か

た
も

の
の
、
為
替
相
場
が
円
高

ド
ル
安
に
振
れ
た
こ
と
で

円
換
算
価
格
が
切
り
下
が

た
。

現
地

日
の
ロ
ン
ド
ン

金
属
取
引
所
（
Ｌ
Ｍ
Ｅ
）

の
銅
現
物
セ
ツ
ル
メ
ン
ト

（
前
場
売
値
）
は

で
、
前
回
建
値
改
定

時
を

上
回

た
。
し

か
し
、
後
場
売
値
は

・

に
下
落
。
中

国
国
家
統
計
局
が
発
表
し

た

月
の
製
造
業
購
買
担

当
者
景
況
指
数（
Ｐ
Ｍ
Ｉ
）

が
予
想
を
下
回

た
こ
と

が
売
り
材
料
と
な

た
。

米
連
邦
準
備
制
度
理
事

会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
の
追
加
利

下
げ
決
定
を
受
け
、
為
替

市
場
で
は
ド
ル
安
が
進

行
。

日
の
東
京
為
替
相

場
（
Ｔ
Ｔ
Ｓ
）
は

・

円
と
、

・

円
の
円
高
だ

た
。

大
阪
チ
タ
ニ
ウ
ム
テ
ク

ノ
ロ
ジ

ズ
は
現
在
休
止

し
て
い
る
、尼
崎
工
場（
兵

庫
県
尼
崎
市
）
の
ス
ポ
ン

ジ
チ
タ
ン
を
製
造
す
る
小

型
還
元
炉
を
再
稼
働
さ
せ

る
。
海
外
航
空
機
向
け
の

需
要
の
高
ま
り
に
対
応
す

る
た
め
で
、

年

月
か
ら
の
稼
働
を
予
定

す
る
。
現
在
は
年
産

万

の
生
産
能
力

を

万

へ
と

約

％
引
き
上
げ
る
。

同
社
は

年

月
か
ら

ス
ポ
ン
ジ
チ
タ
ン
の
供
給

超
過
を
受
け
て
段
階
的
に

減
産
を
進
め
て
き
た
。
再

稼
働
す
る
小
型
還
元
炉
は

年

月
か
ら
全
面
休
止

し
て
お
り
、

年
度
（

年

月
期
）
決
算
で
は
事

業
再
構
築
費
用
と
し
て

億
円
の
減
損
損
失
を
計
上

し
て
い
た
。

年
ご
ろ
か

ら
海
外
航
空
機
市
場
で
在

庫
調
整
が
進
ん
だ
こ
と
か

ら
需
要
が
回
復
。
大
型
・

中
型
還
元
炉
の
操
業
改
善

や
立
ち
上
げ
に
よ

て
増

産
に
転
換
し
た
も
の
の
、

休
止
中
の
小
型
還
元
炉
の

再
稼
働
に
つ
い
て
は
保
留

と
し
て
い
た
。

米
国
を
中
心
と
す
る
海

外
高
航
空
機
市
場
で
は
チ

タ
ン
需
要
が
伸
び
て
お

り
、
同
社
の
輸
出
向
け
の

ス
ポ
ン
ジ
チ
タ
ン
販
売
量

も
上
振
れ
し
て
い
る
。
こ

の
ほ
ど
発
表
し
た

年

―

月
期
決
算
で
は
、
輸

出
向
け
が
け
ん
引
し
て
、

チ
タ
ン
事
業
の
売
上
高
は

前
年
同
期
比

％
増
の

億
円
と
、
同
事
業
で

は

期
ぶ
り
の
高
水
準
に

達
し
た
。
今
後
さ
ら
な
る

増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
休
止
炉
の
再
稼
働

に
よ
る
能
力
上
積
み
を
決

定
。
立
ち
上
げ
後
は
年
産

万

体
制
と

な
り
、
現
有
設
備
で
は
フ

ル
生
産
と
な
る
。

杉

康
昭
社
長
は
「
安

定
供
給
を
念
頭
に
お
き
、

事
業
成
長
戦
略
と
し
て
生

産
能
力
の
増
強
を
行
う
。

尼
崎
工
場
の
イ
ン
フ
ラ
お

よ
び
付
帯
設
備
の
余
力
を

最
大
限
に
活
用
す
る
」
と

述
べ
、
最
小
の
コ
ス
ト
か

つ
最
短
の
強
化
策
と
し
て

尼
崎
工
場
の
休
止
中
の
小

型
還
元
炉
の
再
稼
働
を
決

め
た
。

鉛

三
菱
マ

テ
リ
ア
ル

は

日
、

月
積
み
鉛
建

値
を
ト
ン

円
引

き
下
げ

万

円

に
改
定
し
た
と
発
表
し

た
。
指
標
と
な

た
現
地

日
の
Ｌ
Ｍ
Ｅ
鉛
現
物
セ

ツ
ル
メ
ン
ト
は

と
、
前
回
建
値
改
定
時

か
ら

下
落
。
中
国
の

月
製
造
業
Ｐ
Ｍ
Ｉ
悪
化

な
ど
を
受
け
、
後
場
売
値

は

ま
で
下
げ

た
。

日
の
東
京
為
替
Ｔ

Ｔ
Ｓ
は

・

円
で

・

円
の
円
高

ド
ル
安
だ

た
。

亜

鉛

三
井
金

属
は

日
、

月
積
み
亜
鉛
建
値

を
ト
ン

円
引
き

下
げ

万

円
に

改
定
し
た
と
発
表
し
た
。

指
標
と
な

た
現
地

日

の
Ｌ
Ｍ
Ｅ
亜
鉛
現
物
セ
ツ

ル
メ
ン
ト
は

で
、
前
回
建
値
改
定
時
か

ら

下
落
。
後
場
売
値

は

・

に
下

げ
た
。

日
の
東
京
為
替

Ｔ
Ｔ
Ｓ
は

・

円
で
、

・

円
の

円
高
ド
ル
安
だ

た
。

日
本
の
複
数
の
関
係
筋
や

ブ
ル

ム
バ

グ
な
ど
の
海

外
報
道
に
よ
る
と
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
ニ

ケ
ル
鉱
石
輸

出
即
時
停
止
は
一
時
的
な
措

置
の
よ
う
だ
。
投
資
調
整
庁

の
ラ
ハ
ダ
リ
ア
長
官
が
現
地

月

日
に
同
日
付
の
即
時

停
止
を
明
ら
か
に
し
、
翌

日
に
パ
ン
ジ

イ
タ
ン
海
洋

・
鉱
業
担
当
調
整
大
臣
が
、

停
止
は

―

週
間
を
見
込

む
旨
、
停
止
期
間
に
違
法
輸

出
の
調
査
や
鉱
石
価
格
の
国

内
外
差
へ
の
対
応
を
進
め
る

旨
を
説
明
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
本

年

月
に
ニ

ケ
ル
鉱
石
輸

出
禁
止
の

年
前
倒
し
を
発

表
。
現
在
は
ニ

ケ
ル
品
位

・

％
以
下
の
低
品
位
鉱

で
あ
れ
ば
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

国
内
に
製
錬
所
を
建
設
す
る

な
ど
複
数
の
条
件
を
満
た
す

こ
と
で
、
生
産
者
に
輸
出
枠

が
割
り
当
て
ら
れ
る
。
こ
の

条
件
付
き
輸
出
を
当
初

年

月
か
ら
禁
じ
る
予

定
だ

た
が
、

年

月
に

早
め
た
。

今
回
の
即
日
禁
輸
は
さ
ら

に
約

カ
月
間
の
前
倒
し
か

と
当
初
見
え
た
が
、
違
法
輸

出
の
調
査
が
終
わ
れ
ば
年
内

は
再
び
輸
出
が
許
可
さ
れ
る

よ
う
だ
。高
品
位
鉱
の
輸
出
、

製
錬
所
建
設
義
務
の
不
履
行

な
ど
の
違
反
行
為
を
調
べ
る

目
的
だ
と
い
う
。
ニ

ケ
ル

鉱
石
の
国
内
販
価
が
「
輸
出

価
格
の
約
半
分
」（
日
本
の
ニ

ケ
ル
扱
い
筋
）
と
い
う
、

著
し
い
値
差
を
埋
め
る
ル

ル
作
り
も
検
討
す
る
も
よ

う
。中

国
の
通
関
統
計
で
は

月
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の

ニ

ケ
ル
鉱
（
Ｈ
Ｓ
コ

ド

）
輸
入

量
が
前
年
同
月
比

％
増
、

前
月
比

％
増
、
単
月
で

年

月
以
来
の
高
水
準
と
な

る

万
湿

を
記
録
し

た
。

―

月
累
計
は
前
年

同
期
比

％
増
の

万
湿

で
、

年
通
年
実
績

に
ほ
ぼ
並
ん
だ
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
低
品
位

ニ

ケ
ル
鉱
は
現
在
、
大
半

が
中
国
に
向
か
い
ニ

ケ
ル

銑
鉄
（
Ｎ
Ｐ
Ｉ
）
の
原
料
に

な
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｉ
は
ス
テ
ン
レ

ス
鋼
の
原
料
に
な
る
。
禁
輸

の

年
前
倒
し
を
受
け
て
年

内
に
駆
け
込
み
の
輸
出
入
が

増
え
る
、
と
多
く
の
業
界
関

係
者
は
み
て
い
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
鉱

物
資
源
を
自
国
内
で
高
付
加

価
値
化
す
る
意
向
で
、
特
に

ニ

ケ
ル
絡
み
で
は
電
気
自

動
車
の
国
内
産
業
育
成
を
目

指
す
。
ニ

ケ
ル
鉱
の
国
内

価
格
を
国
際
価
格
並
み
に
是

正
し
、
生
産
者
が
製
錬
所
の

建
設
資
金
を
得
ら
れ
る
仕
組

み
を
整
え
、「
鉱
石
を
囲
い
込

む
」（
日
本
の
別
の
ニ

ケ
ル

扱
い
筋
）政
策
と
み
ら
れ
る
。

英
ロ
ン
ド
ン
金
属
取
引
所

の
ニ

ケ
ル

カ
月
先
物
は

月

日
、

日
の
電
子
取

引
で
一
時
ト
ン

万

の
高
値
を
付
け
た
。
そ

の
後
は

万

―

万

水
準
に
あ

る
。

日
本
銅
セ
ン
タ

（
会

長

小
野
直
樹
・
三
菱
マ

テ
リ
ア
ル
社
長
）は

日
、

御
茶
ノ
水
ト
ラ
イ
エ

ジ

カ
ン
フ

レ
ン
ス
（
東
京

都
千
代
田
区
）
で
「
電
線

地
中
化
ワ

ク
シ

プ
」
を
開
催
し
た
。
今
回

は
シ
ン
ガ
ポ

ル
と
韓
国

の
専
門
家
に
よ
る
電
線
地

中
化
に
よ
る
経
済
的
効
果

な
ど
を
紹
介
。
電
力
会
社

を
は
じ
め
電
線
メ

カ

な
ど
か
ら
約

人
が
参
加

し
た
。

こ
の
ワ

ク
シ

プ

で
は

人
が
登
壇
し
講
演

を
行

た
。
ま
ず
、
シ
ン

ガ
ポ

ル
の
カ

ロ
・
ソ

リ

シ

ン
ズ
社
の
ニ

コ
ラ
ス
・
リ

氏
は
「
既

設
架
空
電
線
を
小
径
サ
イ

ズ
の
ケ

ブ
ル
網
へ
、
高

効
率
で
信
頼
性
の
高
い
も

の
に
グ
レ

ド
ア

プ
す

る
方
法
」
と
題
し
講
演
を

行

た
。
ア
ル
ミ
電
線
と

銅
電
線
の
コ
ス
ト
や
電
力

ロ
ス
を
比
較
し
、
銅
電
線

の
メ
リ

ト
を
示
し
た
。

セ
ン
ト
ロ
デ

ク
ス
・

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
社
の

エ
ド
ワ

ド
・
ロ
ウ
氏
は

地
下
設
備
の
維
持
管
理
で

考
慮
す
べ
き
点
を
、
同
社

ケ
ネ
ス
・
チ

ア
氏
は
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
通
し
て

考
え
た
地
下
設
備
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
紹
介
し

た
。
韓
国
木
浦
海
洋
大
学

の
ジ

ン
・
ソ

プ
・
イ

ム
教
授
は
銅
配
電
ケ

ブ

ル
網
の
地
中
化
に
つ
い
て

自
然
災
害
に
対
す
る
実
用

性
と
信
頼
性
を
踏
ま
え
、

経
済
効
果
を
示
し
た
。

Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
は

日
、

月
積

み
の
イ
ン
ジ
ウ
ム
建
値

（
純
度

・

％
、
Ｉ
Ｔ

Ｏ
グ
レ

ド
）
を
大
口
キ

ロ

万

円
、
小

口

万

円
に
据

え
置
く
と
発
表
し
た
。

軽
金
属
奨
学
会
（
今
須

聖
雄
理
事
長
）
は

日
、

専
務
理
事
に
浅
田
淑
・
東

洋
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
元
取
締

役
常
務
執
行
役
員
（

）

が
就
任
す
る
と
発
表
し

た
。
同
会
は
こ
れ
ま
で
専

務
理
事
の
職
責
を
設
け
て

い
な
か

た
が
、
今
後
の

事
業
発
展
の
た
め
の
体
制

強
化
を
目
的
と
す
る
。

きょうの鉄

―

面

最大級の異業種交流会
メ
国内最大級の異業種交流展示会、
「メ ポー
トメッセなごやで開催される。過去

展、

きょうの紙面

面
溶解スラグから肥料製品

日鉄エンジニアリング

面

面
銅、

テクニカル今週の相場

銅建値推移

鉛建値推移

亜鉛建値推移

大型コイルやスクラップなどを切断していく

違法輸出調査の一時措置 中国輸入急増

インドネシアのニッケル鉱禁輸

会
見
す
る
井
上
治
社
長

渡辺氏

会
見
す
る
伊
藤
社
長

月積み建値

銅

万
円
（

万
円
下
げ
）

鉛

万

円
（

円
下
げ
）

亜
鉛

万

円（
円
下
げ
）

橋本氏

講
演
す
る
リ

氏


